
























































凡例である。わずか二葉の仮綴本であるが、懐徳堂独自の訓読法 示した貴重な紗本である。下記のような体裁 、一葉を上下二段に分け、上段に一般的な訓読法、下段に懐徳堂 訓読法を示しており、示された凡例は、およそ四十六条
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懐徳堂独自の訓読法については、これによって実際に訓読された資料などによって研究が進められているが、訓読法そのものについての解説や凡例として本資料はきわめて重要である。
資料の現地保存、また資料の分散を避ける必要などから、本寄託契約は
二
OO
七年八月までと設定されており、当該期聞が満了した時点でこれら
資料はすみやかに三木家へ返還される予定である。
本学においてこれらの資料を調査・研究することは、懐徳堂に かわる
研究に新見をもたらすのみならず、兵庫県の歴史や文化についても必ずや新たな展望をもたらすこと つながるであろう。
(九月末日井上記)
付記
本件資料は現在懐徳堂センター室に保管されているが、契約上、室外者による閲覧などについては三木家の事前許可を要す。手続についてはセンター室まで御照会いただきたい。
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